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顕微鏡を用いた細胞のタイムラプス計測は、遺伝子発現量の時間変化や、成長・分裂ダイナミク

スなど、1細胞レベルで起こる様々な状態変化の情報を得る技術である。近年、タイムラプス計測

をマイクロ流体デバイスと組み合わせて行うことで、これまでに比べ、質的にも量的にもはるかに

優れた細胞ダイナミクスの情報が得られるようになりつつある。特に画像解析技術が発展したこ

ともあり、一度の実験で何十万個というレベルの細胞から状態変化の情報が得られるようになっ

てきた。これは、フローサイトメーターのような細胞の一時点の状態計測からは不可能な、動的情

報の高精度統計解析を実現する。今回のランチョンセミナーでは、ニコン Ti-E 顕微鏡とマイクロ

流体デバイスを組み合わせることで実現した「ダイナミクス・サイトメーター技術」について紹介し、

これを用いることで、どのような新しい情報が得られるのか紹介したい。 
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ダイナミクス・サイトメーター — マイクロ

フルイディクス・タイムラプス顕微観察法で

得られる細胞動態の高精度統計情報 

若本 祐一 先生 （東京大学 大学院総合文化研究科） 
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